八 iD 扱いと操作 


本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に巧っておいていただき 
たい基本的なことが6じついて説明しまず。 


設置（->8ページ) 


本体の設置手順について説0月します。 


を部のを称と磯能17ぺージ) 

接続について（一27ぺージ） ........ 

基本的な操作(一31ページ） ........ 


本体のを部のを称と機能についてパーツ単位に説 
明しています。 

本体にケーブルを接続する際のを意事項を記載し 
ます。 


電源の ON や OFF のち法，およびフ□、ソピーディ 
スクや CD - ROM のセツト方法などについて説明 
しています。 
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設置 

本装圖ま EIA 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ツクの設置 


ラックの設置じついては、ラックに添付の説明書を参照ずるか、保守サービス会社にお問い 
合わせ < ださい。 

ラックの設置作業は保守サービス会社にイ衣頼することもできます。 



國 

国 



装置をま全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。指示を 
守6ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 m 
ページ 1 U 降の説明をご覧ください。 

• 指定 1 U がの場所で使用しない 

• アース線をガス管につなびない 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ 1 U 降の説明をご覧ください。 

• 一人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

• 一人で部品の取り付けをしない 

• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか5引き出さない 
• 複数台のデパイスをラックから引き出した状態にしない 
• 定格電源を超える配線をしない 


0 

A\ 
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次に示すを件に当てはまるような場所には、設置しないでください。これらの場所にラック 
を設置したり、ラックに本体を搭載したりずると> 誤動作の原因となります。 

• 装置をラックか6完全に引き化せないような狭い場所。 

■ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐え6れない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におうとつや傾稱がある場所。 

• 温度変化の激しい場所(暖房器、 エアコン、 ち蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 

• 腐食性ガスの発生する場所、薬品類の近<や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物の落下が考え6れる場所。 

• 強い磁界を発生させるもの（テレビ、ラジオ，放送/适信用アンテナ，送電線，電磁ク 
レーンなど)のおく（やむを得ない場合は、保守サービス会社に連絡してシールドエ事な 
どを行って < ださい）。 

• 本装置の電源コードを化の接巧線(特に大電力を消費する装置など)と共用しているコン 
セントに接続しなければな6ない場戸斤。 

• 電源ノイズ(商巧電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど)を発生する 
装置のおく（電源ノイズを発生する装置のおくに設置ずるときは電源配線の分離やノイス‘ 
フィ ルタの取り付けなどを保守 サービス 会社に連絡して巧ってください）。 

H -0 ラック内部の温度上昇とエアフ □- について 

複数台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりずると、ラック内部の温 
度び各装置か5発ずる熱によって上昇し、動作な罰ミ品度 （10 で一3已で）を超え、誤動作を 
してしまラおそれがありまず。運巧中にラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック 
内部、および室内のエアフ □- について十巧な巧討と対策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ}非気しまず。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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ラックへの取り付け/ラックか 6 の取りかし 


本体をラックに取り付けます(取り外し手順についても説明しています）。 

別売の内蔵型オプションを購入している場合は> ラックに取り付ける前に取り付けてくださ 
い。 

ここでは， NEC 製のラ、ソクまたは他社製ラ、ソクへの取り付け手順について説 B 月しまず。 



國 

国 


Q 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守6ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 m 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• 規格巧のラックで使用しない 

• 指定 m がの場所に設置しない 



A ミち意 


Oa 

A \^ 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、乂傷やけがなどを負うおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ ly 降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を巧まない 

• ラックか6引き出した状態にある装置に荷重をかけない 



取り付け部品の確認 

ラ、ソクへ取りがけるためじ次の部品があることを殖認してください。 



P 8 

ネジ(大） 


レールブラケット（ち）レールブラケット（左) 


Tx4 賣 X 8 

ネジ(ル） ワッシャー 


必要な工具 

ラックへ取りがけるためじあ要な工具はプラスドライバのみでず。 
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取り付け手順 


本装圖ま NEC 製および他社製のラックへ取り付けることができます。次の手順で装置をラ、ソ 
クへ取りかけます。 

1 —0 オプションの N 8143-已2ケープルアームを取り付ける場含は、ケーブルアームに添付の説 
明書を併せて参照してください。 


• レールアセンブリの取りがし 

本体に取り付けられているスライド式のレールを取り外しまず。 

レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせてください。しばらくずると、「力 
チ、ソ」と□ックされまず。 

本体左ちの側面にあるレリーズレバーを押して、□ックを解除しながら本体から取り外 
します。 



レールアセンブリを取り外すと、本体は 
ネジ止めされたインナーレールのみが取 
り付けられた状態になります。 

n-O レールアセンブリは、取りがした 
E 重3 インナーレールに再度取り付けま 
ず。どち5側のインナーレールか 
6取りがしたものかわかるように 
印を付けるなどして区別してくだ 
さい。複数の本装置を設置ずる際 
もどの装置のどち5側のインナー 
レールか5取り外したものかがね 
かるよラに区別してぐださい。 


























レールブラケットの取り付け 

取りかしたレールアセンブリじ添付のレールブラケットを取り付けます。 



レールアセンブリの先端にあるネジ巧(長巧）とレールブラケットのネジ穴を合わせて整 
く固をしまず。レールブラケットでラックの奥行きとの長さを調節ずるためでず。 

レールブラケットにはち苗と左用があります。レールアセンブリに取り付けたときに先 
端のツメがレールアセンブリの反対側の先端にあるツメと同じ向きにあることを確認し 
てください。 



てお<。 ） 


レールアセンブリの取り付け 


1 . レールアセンブリの先端じあるツメを上 
じ向け> 先端のフレームをラックの巧側 
か6ラックのフレームじ突き当てて、ネ 
ジ (2 本）とワッシャー (2 個)で固定する。 

p-Oi^ 

ラック巧の他装置と隣接ずる位置に本 
体を取り付ける際は、他装置と本体が 
干渉しないように注意してレールアセ 
ンプリを取り付けてくだをい。 

先端じあるネジ巧が飽直になるように 
位置をまめて<ださい。 



ためのネジ巧 


「1 U 」 の闇にネジ 
穴:が3つ見える 
こと 






























































2. レールブラケットをスライドさせて、 
ラックの巧側か6ラックのフレームに突 
き当てて> ネジに本）とワッシャー (2 個） 
で固をずる。 

I チ:！:ック I 

先端じあるネジ巧が銷直になるようじ 
位置を決めてください。 


3. レールブラケットを固定ずる。 


• 本体の取り付け 


1. 左ちのレールアセンブリのスライドレー 
ルを□ックされるまで引き化す。 



A ミち意 



装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守 5 ないと、乂傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上ばない 

• 指を挟まない 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 


口日©回 
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2. 2 人 W 上で本体をしっかりと持ってラッ 
クへ取り付ける。 


本体側面のインナーレールをラックに取 
り付けたレールアセンブリじ確実に差し 
込んでからゆっくりと静かに押し込みま 
す。 

途中で□ックされたら、側面にあるレ 
リーズレバー(左ちにありまず）を押しな 
がらゆっくりと押し込みます。 


初めての取り付けでは各機構部品がなじ 
んでいないため押し込むときに強い摩擦 
を感じることがありまず。強く押し込ん 
でください。 

3. 本体を何度かラックから引き化したり、押し化んだりしてスライドの動作に問題がないことを確 
認ずる。 

I チェック I 

• ラック内の他装置と隣接する位置に本体を取り付ける際は、他装置と本体が干渉していない 
ことを磕認してください。もし干渉している場合は、他装置と干渉しないよう調整してレー 
ルアセンブリを取り付け直してください。 

• スライドレール部分の動作を磕認してください。スライドレールがラックのフレームに当た 
り、引き化せない場合は、スライドレールを取りがけ直してください。 




か6引ぎ化せる 当たって引さ化せない 


• 本体の固定 


2 . 

3 . 


本体をラックへ完全に押し込む。 

前面の左ちにあるセツトスクリュー 
ラックに固をずる。 

フ□ントべゼルを取り付ける。 

W 上で完了でず。 



セツトスクリユー 




































取り外し手順 


ラックか6の取リ化し作業はをず複数をで巧つて < ださい。 


A ミち意 


AQ 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページ!;(降の説明をご覧ください。 

• 一人で持ち上げない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出したが態にある装置に荷重をかけない 
• ラックが不ま定な状態でデバイスをラックか6引き出さない 
• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 
• 動作中に装置をラックか5引さ出さない 


1. セキュリティ□ックを解除してフ□ント 
べゼルを取り外ず。 

2. 本体の電源が OFF になっていることを磕 
認してから、本体に接続している電源 
コード节インクフェースケーブルをすべ 
て取り外ず。 

3. くオプションのケーブルアームを 取り付け 
ている塌合のみ> 

ケーブルアームを固をしているネジ2本 
を外し、ケープルアームを本体か6取り 
外ず。 


4. 前面のセットスクリュー 2 本をゆるめ 
る。 



八ンドル 



セツトスクリ: 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 


1已 

























6. 左ちのレリーズレバーを押してラッチを 
解除しながらゆっくりとラックから引き 
化ず。 

P-OI^ 

• 複数るで装置の底面を支えなが5 
ゆっぐ0と引を出してぐださい。 

• 装置を引き出した状態で、引き出 
した装置の上部か5荷重をかけな 
いでください。装置が落下ずるお 
それがあり、危険でず。 

ラックの觸構部おも取り外ず場合は、「取 
り付け手順」を参照して取り外してくださ 
い。 






















各部のち祿と機能 


本装置の各部の名称を次に示しまず。 


本体前面 


③④⑥ 




ロロわ 口 

11 II""' 



斗 

II II 

\ 



① 




①フ□ントぺゼル 

日常の運巧時に前面のデバイス類を保護するカバー。添付のセ 
丰ュリティキーで口、ソクすることができる（^31ぺージ)。 

( D キース□ツト 

フ□ントべゼルの□ックを解除するセキュリティキーの差 
し□(一31ページ)。 

(D ACT ランプ(緑色） 

システムがネットワークと接続されているときに点灯する 
(一22ページ)。アイコンじある数字は ri 」が LAN ポート1用 
で、「2」が LAN ポート2用を示す。 

@ POWER ランプ(緑色） 

電源を日 N にすると緑色に点灯する（->22ページ)。 


⑥ STATUS ランプ(前面）（緑色/アンパー色） 

ノ\ードウエアの状態を表示するランプ（^22ぺージ)。正 
常に動作している間は漏色に点打する。異常が起きるとア 
ンバー色に点灯または点減する。 

(D D 旧 K ACCESS ランプ(緑色/アンパー色） 

巧蔵の八ードディスクにアクセスしているときに緑色に点 
灯する。巧蔵の八ードディスクのうち.いずれか1つでも 
故障するとアンバー色に点灯ずる（^22ぺージ)。 

⑦ UID ランプ(青色） 

UID スイッチを押したときに点灯する（ソフトウエアか6 
のコマンドによっても点灯または点減する、^24ぺ一 
ジ)。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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本体前面■フロントべゼルをかしたが態- 



①セットスクリユー(左もに1個ずつ） 

本体をラックに固定するネジ。 

⑤バンドル(左もに1個ずつ） 

ラックか6の引き出しやラックへ収納するときじ持つ部 
分。 

③八ードディスクベイ 

八ードディスクを搭載するペイ（一1目目ページ)。丸数字 
のあとの数字は SCSI ID を示す。標準構成では®-日〜®- 
2を踪くベイにダミートレーが搭載されている。 

® □旧 K ランプ(緑を/アンパ’一色） 

八ードディスクにあるランプ(^24ぺージ)。八ードディ 
スクにアクセスしているときに漏色に点灯する。八ード 
ディスクが故障するとアンパー色に点灯し、リビルド中 
は漏色とアンバー色にホ互に点滅する（ディスクアレイ構 
成時のみ）。 


⑥ CD-ROM ドライブ 

CD - R 日 M のデークの読み化しを行う（一36ページ)。 

®-1 ディスクアクセスランプ 

(5)-2 CD トレーイジェクトボタン 

(5) -3 エマージェンシーホール 

(D 3.日インチフ□ッピーディスクドライブ 

3.日インチフ □、ソ ピーディスクを挿人して、デー女の書き 
込み/読み化しを行う装置(^34ぺージ)。 

(6) -1 ディスクアクセスランプ 
(6)-2 ディスク挿入 □ 

(6)-3 イジ X クトボタン 

⑦ パックアップデバイスベイ 

オプションの DAT ドライブや AIT ドライブなどを取りがける 
塌戸斤(^191ぺージ)。 

(D ランプ (6 個、前ページ参照） 

(D POWER スイッチ 

電源を ON / OFF するスイッチ。一度押すと POWER ランプ 
がな灯し. ON の状態になる。もう一度押すと電源を OFF 
にする（一32ページ)。4秒(上押し続けると強制的に電 
源を日 FR こする（一32ページ)。 


⑩ UID (ユニット ID) スイッチ 

装置前面/背面にある UID ランプを日 N / OFF するスイ、ソチ。 
スイッチを一度巧すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押す 
と消巧する（^33ぺージ)。 

⑩リセットスイッチ 

押すとリセ、ソトを実行する（^32ぺージ)。 

⑩ DUMP スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 
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本体背面 



© Low-profile PCI ボード増設用ス□ット 

□ープ□ファイルクイプの PCI ボードを取りがけるス□、ソ 
卜（ >184ページ）。上か 63 C 、2 C 、1 C ス□ット。 3 C ス 
□ットには標準でディスクアレイコント□-ラを装備（外 
部接続は不可）。 

( D シリアルポート1コネクタ （ DB - 目） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（-。8ペー 
ジ)。 

なお、管理 PC などのコンソールの擅続はシリアルポート2 
のみ巧能です旧 IOS の設定が必要）。また、専用回線に 
直接接続することはできません。 

( D シリアルポート2コネクタ （ RJ 4 已） 

シリアルインタフェースを持つ装置と接続する（^28ぺ一 
ジ)。接輪する装置により、本体の設定を変更する必要が 
ある（^29ぺージ)。標準のが態では、誤挿人防止のための 
キャップが取り付け6れている。 

なお、専用回線に直接接続することもできません。 

® Full-hight PCI ボード増設用ス□ット 

フル八イトクイプの PCI ボードを取り付けるス □、ソ ト（一 
184ぺージ）。上か63巨、2巨、1巨ス □、ソ ト。 

⑥電源ユニット（パワーヴプライス□ット 1) 

本体に DC 電源を供給する装置。 

⑥電源ユニット増設用スロット(パワーヴプライス 
□ット 2) 

オプションの電源 ユニッ トを取りがけるス □、ソト （一171 
ページ)。標準の状態ではフランクカバーが取り付け6れ 
ている。 

® AC インレット(標準装備の電源ユニット用） 

@-1 標準装備の電源 ユニット （パワーサプライス □、ソ 

卜 1) 

@-2 オプションの電源ユニット（パワーサプライス 
□ットの 


(D PD 5 下ランプ 

ボード上に搭載されているランプ。電源 ON 禮の POST 中に 
点灯する（一26ページ)。 

感コンソールリダイレクシヨンスイッチ 

コンソールリダイレクシヨンの有効無効を設定するスイ、ソ 
チ。 LAN コンソールとシリアルコンソールを共に有効に設定 
した状態で HyperTermina 陪ど、 MWAJ : パ^のソフトウエア 
でシリアルポート2を介したリモートコンソールで本装置と 
通信する塌合に ON にする。 

⑩ UID ランプ(青色） 

UID スイッチを巧したときに点灯する（ソフトウエアか6の 
コマンドによっても点灯する、一24ページ)。 

⑩ STATUS ランプ(背面）（緑色/アンパー色） 

本体の状態を表示するランプ(^22ぺージ)。正常に動作し 
ている商は漏色に点灯する。異常が起きるとアンバー色に点 
灯または点減する。 

⑩ AC コードホルダ(添付品） 

電源コードを束ねるホルダ。背面の取りがけ巧に差し込んで 
取り付ける。 

® AC POWER ランプ 

電源コードか 6 AC 電源を受電すると緑色に点減し、装置の 
電源が ON されると漏色に点灯する（一2目ページ)。電源が故 
障するとアンバー色に点灯する。 

⑩ LINK/ACT ランプ(緑色） 

1_み1\1のアクセス状態を示すランプ(^25ぺージ)。 

⑩ LAN コネクタ 

LAN 上のネットワークシステムと接続する1000巨 ASE - T / 

10日巨 ASE - TX / 10巨 ASE - T 対応の Ethernet コネクタ （^28 
ページ)。丸数字の懐の数字は「1」が LAN ポート1で、「2」が 
LAN ポート2を示す。 

⑩ Speed ランプ(アンパー色） 

LAN の転送速度を示すランプ(->25ページ)。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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本体巧部 


④⑥⑥⑦®⑨ 



⑩⑩⑩ 


SCSI パックプレーン 

電源 ユニット 

冷却ファン(本体前面か6見て 、をせら 
FAN 1 、 FAN 之 、 FAN 3 、 FAN 4) 

プ□セッサダクト（破線部） 

ライザーカード（フル八イトのボード巧） 
プ□セ、ソサ （ CPU 、 ヒートシンクの下に取 
りせけ6れている） 

DIMM (Slot #1 A と#1巨に2枚標準装備） 

マザーボード 


(9) ディスクアレイコント□-ラ 
⑩ライザーカード（□-プ□ファイルのポー 
ド専用） 

® フ□ントパネルボード 
@ カバーオープンセンサ 
® CD - R 日 M ドライブ 
@ バックアップデバイスペイ 
® フ □、ソ ピーディスクドライブ 
® A - ドディスクベイ 


Q ②® 3⑥® 巧透 
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プ□セッサ （ CPU ) ソケット 
©-1 プ□セ、ソサ#1 CCPU #1) 

(5)-2 プ□セ、ソサ#2 ( CPU 松） 

プ□セッサ電源コネク女 
システムファンコネクク 
メインパワーコネクタ 
電源信号用コネクタ 
リチウム電池 

フ□ントシリアルポートコネク每 
フ □、ソ ピ ー/ CD - ROM ドライブ/フ□ン 
トパネルコネクタ 


@ コンフィグレーシヨンジヤンパス 

イッチ（^224ぺージ） 

® PCI ライザーカード巧コネクタ（フル 
八イトのボード巧、100 MHz /64- 
bit . 3.3 V PCI - X ) 

© アクセスランプ巧コネクク（増設 
SCSI / ディスクアレイコント□-ラ 
の LED 中継ケーブル接続用） 

® スピーカ 

⑩シリアルポート仕様切替巧ジャンパ 
ピン(一29ぺージ） 


® リアシリアルポートコネク每 
® 内蔵 SCSI コネクタ（内蔵用パート‘ 
ディスクとの中涨 I 用コネク每） 

(3) PCI ライザーカード用コネク女 
(□ープ□ファイルのボード専 

巧、100 MHz /64 -bit • 3.3 V PCI ) 
④ DIMM (インクーリーブ女イプ巧） 
ソケット（國の上のソケットか6 
順番に指 A 、#3巨、挖 A 、 把巨、 
#1 A 、 #1 B ) 



①②③ ④ ⑥ -2 ⑥ -1 



⑥⑥⑦⑩⑨⑩⑩⑩ 
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ランプ表巧 


本体のランプの表示とその意巧は次のとおりです。 

ACT ランプ(品） 

本体が LAN に接続されているときに緑をじ点なし、 LAN を介してアクセスされているとき 
(パケットの送受信を巧っているとき）に点滅します。アイコンの隣にある数字は背面のネッ 
トワークポートの番号を示します。 


POWER ランプ(:？:） 

本体の電源が ON の間、緑をに点なしています。電源が本体に供給されていないときは消な 
しまず。 


STATUS ランプ ( A ) 

ハードウェアが正常に動作している聞は STATUS ランプは緑色に点なします (STATUS ラン 
プは背面にもありまず）。 STATUS ランプが消灯しているときや、アンバー色に点な/点滅し 
ているときは八ードウェアになん6かの異常が起きたことを示します。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処方法を示します。 

，|; • ESMPRO またはオフライン■(呆守ユーティリティをインストールしておくとエラーログ 

を参照することで故障の原因を巧認することができます。 

• いったん電源を OFF にして再起動するときに、 0S からシャツトダウン処理ができる場 
合はシャツトダウン処理をして再起動してくださし、。シャツトダウン処理ができない場 
合はリセット、強制電源 OFF をするか (32 ぺージ参照）、一を電源コードをホき差しして 
再起動させてください。 


DISK ACCESS ランプ (i) 

D に K ACCESS ランプは八ードデイスクベイに取りがけられている八ードデイスクの状態を 
のします。 


八ードディスクにアクセスするたびじランプは緑色に点なしまず。 

D に K ACCESS ランプがアンバー色に点なしている場合は、八ードディスクに障害が起きた 
ことを示します。巧障した八ードディスクの状態はそれぞれの八ードディスクにあるランプ 
で植認できます。 

H-O 内蔵ディスクアレイコント□-ラを取り付け、本体内蔵ディスクと接続した場合、ディスク 
アレイコント□-ラ占、6マザーポードへアクセスランプ信号ケーカレ(装置に内蔵)を接続 
ずる必要びありまず。 
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STATUS ランプの状態 

意味 

対処方ま 

漏色に点灯 

正常に動作しています。 

- 

漏色に点減 

♦ メモリか CPU 、 電源のいずれかが 
縮退した状態で動作しています。 

♦ メモリ1ビットエラーがを発して 
います。 

装置背面の AC POWER ランプのが態を確認 
してください。 

巨 lOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているデバイス 
を確認後、早急にを換することをお勧めし 
ます。 

消灯 

電源が OFF になつている。 

- 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を完了懐、 
しば6 くすると緑色に点灯しまず。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF にして、電源を ON にし 
直してください。 POST の画面で何らかのエ 
ラーメッセージが表示された場合は、メッ 
セージを記録して保ずサービス会社に連絡 
してください。 

CPU 温度の異常を横化した。 
( Thermal - Trip ) 

ウォッチドッグタイマタイムアウトが 
発生した。 

CPU バスエラーが発をした。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを探取し籍わるまでお待ちください。 

アンバー色に点灯 

温度異常をお化した。 

巧部のファンにホコリやチリがが着してい 
ないかどうか確認してください。また、 

ファンユニットが確実に接続されているこ 
とを確認してください。 

それでも表示が変わらない場合は、保守サ 
-ビス会社に連絡してください。 

電圧異常を檢化した。 

保守サービス会社に連絡してください。 

ずべての電源ユニットが故障した。 

アンバー色に点滅 

冗長構成の電源でどちらか一ちの電源 
ユニッ トに AC 電源が供給されていな 
いか、どち6か一方の電源ユニットの 
巧障を横化した。 

電源コードを摇備して、電源をお給してく 
ださい。電源 ユニッ トが故障している場合 
は、保守サービス会社に連總して<ださ 
い。 

ファンアラームを横化した。 

ファンユニットが確実に接続されているこ 
とを確認してください。それでも表示が変 
わらない場合は、場合は、保守サービス会 
社に連總してください。 

湿度警告を横化した。 

巧部のファンにホコリやチリが付着してい 
ないかどうか滝認して<ださい。また、 

ファンユニットが確実に接統されているこ 
とを確認して < ださい。 

それでも表示が変わらない場合は、保守サ 
-ビス会社に連絡してください。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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UID ランプ （ ID ) 

このランプは 1 台のラ、ソクに複数台の装置を設置しているときに、装置前面にある UID スイ、ソ 
チを押すと，装置前面および背面の UID ランプが青をに点好し、保ずをしようとしている装 
置を特定することができます。 UID ランプを消なさせるには UID スイ、ソチを再度、押してく 
ださい。 


ディスクアクセスランプ 

フ□、ソピーディスクドライブと CD - ROM ドライブのアクセスランスホ、それぞれにセットさ 
れているディスクや CD - ROM にアクセスしているときに点なします。 


八ードディスクのランプ 


八ードディスクベイに搭載される D に K ランプは表示状 
態によって意巧が異なりまず。 

• 緑色に点滅 

八ードディスクにアクセスしていることを示しま 
ず。 

• アンパー色に点な 

ディスクアレイを構成しているときに取り付けてい 
る八ードディスクが巧障していることを示します。 

ディスクアレイ （ RAID 1 か RAIDS ) を構成している場合は、1台のハードディスクが故障 
しても運用を続けることができますが早急にディスクを交換して、再構築（リビルド）を 
斤うことをお勧めします（ディスクの交換はホットスワップで斤えます）。 

• 緑色とアンバーちに交互に点滅 

八ードディスクの再構築 （ リビルド）中であることを示します（故障ではありません）。 
ディスクアレイ構成で，巧障した八ードディスクを交換すると自動的にデータのリビル 
ドを巧いまず（オートリビルド機能)。リビルド中はランプが緑色とアンバー色に交互に 
点なしまず。 

リビルドを終了するとランプは消なしまず。リビルドに失敗ずるとランプがアンバーを 
に点なしまず。 

H-O U ビルド中に本体の電源を OFF にずると、 U ビルドは中断されまず。再起動してか6 
A - ドディスクをホットスワップで取り付け直してリビルドをやり直してください。た 
だし、才ートリビルド機能を使用ずるとをは;夕のを意事項を守って<ださい。 

• 電源を OFF にしないでください(しりたん電源を OFF にずると才ート U ビルドは起 
動しません)。 

• A - ドディスクの取り巧し/取り付けの間隔は90粗)け上あけてください。 

• 他にリビルド中の A — ドディスクが存在ずる場合は、 A - ドディスクの交換は巧り 
ないで < ださい。 
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LAN コネクタのランプ 

背面にある2つの LAN ポート（コネクタ）にはそれぞれ2つのランプがあります。 



• LINK / ACT ランプ 

本体標準装備のネットワークポートの状態を表示します。本体と HUB に電力が供給され 
ていて、かつ正常に接続されている聞、緑色に点灯します ( LINK )。 ネットワークポート 
がを受信を巧っているときじ緑色に点滅します ( ACT ) 。 

LINK 状態なのにランプが点なしない場合は、ネットワークケーブルの状態やケーブルの 
接続状態を殖認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク 
( LAN ) コント□-ラが故障している場合があります。お買い求めの目反売店、または保守 
サービス会社に連絡してください。 

• Speed ランプ 

このランプは、ネットワークポートの适信モードがどのネットワークインタフエースで 
動作されているかを示します。 

LAN ポートは、1000 BASE - T と100 BASE - TX 、10 BASE - T をサポートしていまず。 

アンバー をに点灯しているときは、1000 BASE - T で動作されていることを示しまず。緑 
色に点なしているときは，10祀 ASE - TX で動作されていることを示しまず。消灯してい 
るときは、1 0 BASE - T で動作されていることを示します。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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POST ランプ 

POST の状態を表す 4 つのランプがマザーボード上にあります。これ6のランプは本体背面 
のスリット部分から見ることができまず。電源を ON にした後、起動ずる POST がいつまで 
経っても終わ6なかったり、ビープ音が何度もなったりしている場合は、画面上のメッセー 
ジやビープ音のパターンと併せてランプの表示パターンをメモしてか6、保守サービス会社 
に連絡してください。 


AC POWER ランプ 

背面にある電源ユニットには 、 AC POWER ランプがありまず。 AC インレットに電源コード 
を接続して AC 電源を電源ユニットが受電すると緑色に点滅します。 

本体の電源を ON にずるとランプが緑色に点なします。本体の電源を ON にしてもランプが点 
灯しない、またはアンバーをに点灯または点滅する場合は、電源ユニットの巧障が考え6れ 
ます。保守サービス会社に連絡して電源ユニットを交換してください。 


パワーサプライ パワーサプライ 


ス□ツト1 ス □、ソ ト2 



パワーサプライ 
ス□、ソト *1 用 
AC インレット 


パワーサプライ 
ス □、ソ ト2巧 
AC インレット 


■ I ： オプションの電源 ユニッ トを搭載している場合は、 一 方の電源 ユニッ トが故障しても、もう 

i-^yn -ちの電源 ユニッ トで運用を続けることができます（冗長磯能)。また、故障した電源 ユニッ 
卜はシステムを停止することなく、ホットスワップ(電源 ON のまま）で交換できます。 
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0A 

装置を安全にお使いいただくために次のミ主意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、人が死こずる、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは 、 iii 
ページむ降の説明をご覧ください。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 



A 注意 


装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、火傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページむ降の説明をご覧ください。 

• 指定 1 U がのコンセントに差し込まない 

• たこ足配線にしない 

• 中途半端に差し込まない 

• 指定 W 列の電源コードを使わない 

• プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取り列しをしない 
• 指定 m がのインタフェースケーブルを使用しない 


接続について 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してから添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグをコンセント 
じつなげます。 

H-O 無厚電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設定などシステム 
構成に関ずる要巧びございました6、保守ヴービス会社の保守員(またはシステムエンジニ 
ア）にお知5せください。 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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保守用端末# 1 



*1 専用回線へ直接接締することはできません。 

管理 PC などのコンソールの接続はシリアルポート2のみ可能です （ BIOS の設定がお 
要)。標準の状態では誤挿入防止のためにキャップが取りがけ6れていまず。 

*2 電源コードは.1日 AtrF のサーキットブレーカじ接編すること。 


^ • 接続しようとしているケーブルを磕認してください。本装置の LAN コネクタとシリアル 

立で] ポート2コネクタは、同じおがをしていまず。ケーブルを差し間違えないようま意して 

ください。誤挿人を防止ずるためじ、本装置に接続ずる LAN ケーブルのコネククじ 
「LAN ポート」と書かれたクグなどを付けて見分け6れるようにしてください。 

• ネットワークに接続ずる前に次の点じついて磕認してください。 

- LAN のネットワーク設定： 

本装置に割り当てる IP アドレスやネットワーク環境について確認してください。 
- ネットワーク機器 

必要なルータや八ブ、ケーブルが準備されていることを拖認してください。また、 
に P との接続に巧いるルー女もしくはダイヤルアップルータにあらかじめインター 
ネット接続に必要な設定をして、設置しておいてください（イントラネットで使用 
ずる場合は必要ない場含がありまず)。 
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n-O • 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか 5 接続してください。 ON の状態の 
まま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• NECW が(ヴードパーティ）の周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場合 
は、お買いホめの販売店でそれ目の装置が本装置で使用できることをあ目かじめ確認し 
てください。ヴードパーティの装置の中には本装置で使用でをないものびありまず。 

• 接続ずるモデムは、 NEC のに OMSTARZ MULT 旧60」をご使巧になることをお勧め 
しまず。 

• 本装置の LAN コネクタとシリアルポート吕コネクタは、同じ巧到犬をしていまず。ケープ 
ルを差し間違えないよラま意してください。 

誤挿入を防止ずるために、本装置に接続ずる LAN ケーブルのコネクタに 「 LAN ポート J 
と書かれたタグなどを付けて見分け5れるようにしてください。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはでをません。 

• 電源コードやインタフ I ースケープルをケーブルタイで固定してください。 

• ケープルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当た6ないようフォーミングして 
ぐださい。 

• 電源コードは装置の AC インレット部分でかしたるませる程度にフォーミングしてくだ 
さい。装置を引き出したときに電源コードが巧けるのを防ぐためでず。 

• 電源コードのプラグ部分が圧迫されないよラにしてください。 


シリアルポートへの接続にごいて 


本体背面にある RJ -45 シリアルポートは、さまざまなシリアルデバイスを接続することがで 
きますが、デバイスによっては、 DCD / DSR 信号の仕様によリマザーボード上のジャンパピ 
ン ( J 5 A 2) の設をを変えるを要があります。 

ジャンパピン ( J 5 A 2) は次に示す國の場所にあります。カバーの取り外しやその他の内蔵部 
品の取り外しについては、6章を参照してください。 



八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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接続するシリアルデバイスが DB 9 コネクタの場合は、 RJ -45 — DB 9 変換アダプタがあ要にな 
りまず。じ(下に本装置の RJ -45 コネクタと使用する DB 9 コネクタの函綜を表に示します。 


RJ -4 己 

信号を 

略語 

DB 9 

1 

Request to Send 

RTS 

7 

2 

Data Terminal Ready 

DTR 

4 

3 

Transmitted Data 

TD 

3 

4 

Signal Ground 

SGND 

5 

5 

Ring Indicator 

Rl 

9 

6 

Received Data 

RD 

2 

7 

DCD/DSR 

DCD/DSR 

1 または目 

8 

Clear To Send 

CTS 

8 


無停電電源装置 ( UPS ) への接続について 


本体の電源〕ードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続する場合は、 UPS の背面にあるサービス〕 
ンセントに接続します。 

UPS のサービス〕ンセントには 、 rSWITCH OUT 」 と rUN-SWITCH OUT 」 という2種類の〕 
ンセントがあります （「 OUTPUT 1」、 rOUTPUT 2」 と呼ぶ場合もあります）。 


<例> 



UPS を制御するアプリケーシヨン作 SMPRO / UPSController など)から電源の制御をしたい 
場合は 、 SWITCH OUT に電源〕ードを接続しまず。 

常時給電させたい場合は、 UN-SWITCH OUT に電源〕ードを接続します (24 時圍稼働させる 
モデムなどはこのコンセントに接続しまず）。 

本装置の電源コードを UPS にお続している場合は、 UPS か6の電源供給と連動（リンク）させ 
るために团 0 S の設定を変更してください。 

B の S のに erver 」一 rAC - Link 」 を選択すると表示されるパラメータを切り营えることで設定す 
ることができます。詳しくは21已ぺージを参照してください。 


30 









































基本的な操作 


基本的な操作の方法について説日月します。 


フ□ントべゼル 


本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、 CD - ROM ドライブを取りあうとき、 
八ードディスクベイへの八ードディスクの取り付け/取り外しを巧うときはフ□ントべゼル 
を取り外します。 

I H-O フ□ントべゼルは、添付のセキュ U ティキーで□ックを解除しないと開けることができませ 
B ま3 ん。 


キース □、ソ トじ添がのセキュリティキーを差し込み，キーをフロントべゼル側に軽く押しなが 6 
回して□ックを解除する。 



DC □与 1= 


1」 _ L 1 一 



◎， 






2. フ□ントべゼルのち端を軽く持って手前 
に引<。 

3. フ□ントべゼルを左に少、しスライドさせ 
てタブをフレームからかして本体から取 
り外ず。 



フ□ントべゼルを取りがけるときは、フ□ントべゼルの左端のタブを本体のフレームに引つ 
かけるようにしなが6取り付けまず。取り付けた後はセキュリテイのためにもキーで□ツク 
してください。 


フレーム 



八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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POWER スイツチ-電源の日 N / OFF / 再起動- 


本体の電源は前面にある POWER スイ、ソチを押ずと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にします。 

■: マザーボード上にある本体を監視する「サーバーマネージメント論理回路」は、システム電 

1-^3^ 圧の蛮化を監視し、ログをとっています。電源コードを接続した後や、電源を OFF にした 
後は、電ミ原が OFF のが態から POWER スイッチを巧すまでに約10秒ほどの時間をあけてくだ 
さい。これは、通常の動作であり、サーバマネージメント論埋回路が要ホするものです。 

1. フ□ツピーディスクドライブにフ□ツピーディスクをセツトしていないことを確認ずる。 

吕.フ□ントべゼルを取り外す。 

3. 本体前面にある PO 邮 ER スイッチを押ず。 

POWER ランプが緑色に点财しまず。 



• AC インレットに電源コードを接続した後、 POWER スイッチを押ずまで10巧 ly 上の時間 
をあけてぐださし、。 

• POWER スイッチを巧してか6約30秒 m 内の間は電源を OFF にしないでください。 


巧 




口 CD 〇 

一 !;6 :句 

——^-^——^ 

cSV 101 


□ □□□[] 
□ □□□[] 
□ □□□[ 

□ □□□[ 

□ □□□ 

□ □□□ 


電源 ON の後、自己診断プ□グラム 
(POST) を実行して八ードウエアを診断 
していまず。 POST を完了ずるとシステ 
ムが起動します。システムの起動後は 
Management Console 本体の設定节管理 
ができまず。4章をご覧ください。 

本体の電源の OFF やリセット（再起動）は 
Management Console を使用します。4 
章を参照してください。 Management 
Console か6電源を OFF できないときは 
本体の POWER スイ、ソチを4砂 W 上押し続 
けてください(強制電源 OFF) 。 


POWER ランプ 
P 日 WER スイ、ソチ 



リセ、ソトスイツチ 
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UID スイッチ■本体の確認- 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるためじ装置の前面および背面には rUID (ユニ、ソト D ) ランプ」がもうけ6れてい 
まず。 

前面じある UID (ユニ、ソト ID ) スイッチを押すと UID ランプが点巧します。もう一度押すとラ 
ンプは消灯します。 

ラック背面からの保守は、暗<,狭い中での作業となり、正常に動作している機器の電源や 
インタフェースケーブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチを巧って保守 
する本装置を確認してか5作業をすることをお勧めします。 




UID ランプ（マザーボード 
上にあるランプ.フレー 
ムの隙園サ 6 見ることが 
できる） 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み出し（リード）-保存（ライト）を巧うこ 
とのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライプが搭載されています。 

3.5 インチの 2 HD フ□、ソピーデイ スク （ 1 .44 M バイト）と 2 DD フ日ツピーデイ スク （720 K パイ 
卜）を使用することができまず。 


フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□，ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が0 N 
( POWER ランプ点好）になっていることを痛認してください。 

フ□ッピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと r カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンがかし飛び化しまず。 

イジェクトボタンを押ずとセットしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せます。 

• フォーマットされていないフ□ッピーディスクをセットすると、ディスクの内容を読め 
ド立巧] ないことをな]6せるメッセージやフォーマットを要求するメッセージが表示されます。 

0S じ添付のマニュアルを参照してフ□、ソピーディスクをフォーマットして < ださい。 

• フ□ッピーディスクをセットした後に本体の電源を ON にしたり，再起動するとフ□ッ 
ピーディスクか6起動しまず。フ□ッピーディスク巧じシステムがないと起動できませ 
ん。 

• フ□ッピーディスクアクセスランプが';肖のしていることをお認してか6フ□ッピーディ 
スクを取り化して<ださい。アクセスランプが点の中に取り化すとデータが破壊される 
おそれがありまず。 


フ□ッピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保をずる大切なものです。またその構造は非常にデリケー 
卜じできていますので、次の点にを意して取りおってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブじはていねいに奥まで挿人してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 銘筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだリしないでください。 

• シャッタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないでください。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお < など温度の高 < なる場所には置かないで < ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの巧体のぶくや薬品の近< には置かないでください。 
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• 磁石など磁気を帯びたものを近づけないでください。 

* クリ、ソプなどではさんだり， 落と したりしないでください。 

• 磁気やほこりか6保畫できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保をしている内容を誤って消 
ずことのないようにライトプ□テクト（書き込み禁止） 

ができるようになっていまず。ライトプ□テクトされ 
ているフ□、ソピーディスクは、読み化しはできます 
が、ディスクのフォー マッ トやデータの書き込みがで 
きません。重要なデータの人っているフ □、ソ ピーディ 
スクは、書き込み時外はライトプ□テクトをしてお 
くようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクの 
ライトプ□テクトは、ディスク裏面のライトプ□テク 
トスイ、ソチで行いまず。 

• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体です。ほこりや温度変化じよって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の巧障など' 
によってもデータを失う場合があります。このような場合を考えて> 万一に備えて大切 
なデータは定期的にバックアップをとっておくことをお勃めしまず。（本体に添付されて 
いるフ□、ソピーディスクはかずバックアップをとってください。） 



八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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CD - ROM ドライブ 


本体前面に CD - ROM ドライブがありまず。 CD - ROM ドライブは CD - ROM (読み化し専用のコ 
ンパクトディスク）のデータを読むための装置でず。 CD - ROM はフ□ッピーディスクと比較 
して、大量のデータを高速 I こ読み化ずことができまず。 



A ミち意 


A 

装置をま全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。指示を 
守5ないと、义傷やけがなどを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。 
詳しくは、 iii ページな降の説明をご覧ください。 

CD - ROM ドライブのトレーを引き出したまま放置しない 


CD-ROM のセツト/取り出し 

CD - R 日 M は次の手順でセツトします。 

1. CD - ROM を CD - ROM ドライブにセツトずる前に本体の電源が OKKPOWER ランプが緑色に点灯) 
になっていることを磕認する。 

2. CD - ROM ドライブ前面の CD トレーイジエクトボタンを押ず。 

トレーがかし化てきまず。 

3. トレーを軽く持って手前に引き化し、卜 
レーが止まるまで引き化す。 



4. CD - ROM の文字が印刷されている面を上 
にしてトレーの上に静かに、磕実に置 
<。 
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己.ち國のように片方の手でトレーを持ちな 
おら 、もう一方の手でトレーの中むじあ 
る□一夕一部分に CD - ROM の巧がはまる 
ように指で押して、トレーにセットず 
る。 


□-夕一部分 



CD - ROM のこの部分を押す 


6 . トレーの前面を軽く押して元に戻す。 




CD - ROM のセット後、 CD - ROM ドラ 
イプの駆動音が大きく聞こえるときは 
CD - ROM をセツトし直してください。 



CD - ROM の取り化しは、 CD - ROM をセツトずると 
きと同じように CD トレーイジエクトボタンを押し 
てトレーを引き化しまず。 

アクセスランプがオレンジ色に点灯しているときは 
CD にアクセスしていることを示します。 CD トレー 
イジエク トボタンを押す前にアクセスランプがオレ 
ンジ色に点归していないことをお認してください。 

ち図のように、片方の手でトレーを持ち、もう一方 
の手でトレーの中ムにある□ーター部分を押さえな 
が 6 CD - R 0 M の端を軽くつまみ上げるようにして 
トレーか6取り化します。 



CD - ROM を取り化した6トレーを元に戻してくださし、 


八—ドウ H アの取り扱いと操作 
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取り出せな < なつたとさの方法 

CD トレーイジェクトボタンを押しても CD - ROM が本体から取り化せない場含は、次の手順 


に従って CD - ROM を取り化します。 

1. POWER スイ、ソチを押して本体の電源を 
OFF ( P 0 邮 ER ランプ消财）[こずる。 

吕.直径約 1.2 mm 、 長さ約100 mm の金属製 
のピン(太めのゼムクリップを引き伸ばし 
て代巧できる）を CD - ROM 前面ち側にあ 
る エマージェンシーホールに 差し込ん 
で、トレーが化てくるまでゆっくりと押 
ず。 



• つま楊枝やプラスチックなど巧れ 
やずいものを使用しないでくださ 
い。 

• 上記の手順を巧っても CD - ROM が 
取り出せない場合は、保守ヴービ 
ス会社に連絡してください。 

3. トレーを持って引き化す。 

4. CD - ROM を取り化ず。 

已. トレーを巧して元じ戻す。 



エマージェンシー 

ホール 


CD-ROM ①取り扱い 

本体にセットする CD-ROM は次の点にを意して取りおってく ださい。 

• CD-ROM ををとさないでください。 

• CD-ROM の上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• CD-ROM にラベルなどを目よ6ないでください。 

• 信号面(文字などが印刷されていない面）に手を触れないで < ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、銷筆やボールペンで文字などを直接 CD-ROM に書き込まないでくださ 
い。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のおくなど温度の高<なる場所には置かないで<ださ 
い。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔らかい布で> 内側からクト側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、 CD 専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、 
ベンジン、シンナーなどは使わないで<ださい。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管してください。 
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